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【【【【    パラグァイの小農パラグァイの小農パラグァイの小農パラグァイの小農    】】】】
パラグアリ県セサルバリエントスの小農
ニェンブク県ピラールの小農



【　ピラール南部地域農村開発計画　】

　　　　　　　　　

　　

　　　　　　　　

プロジェクトで建設された排水路 排水により回復した農地で、綿花栽培が再開された

改善される前の、水を被って
いる幹線道路（上）と、
プロジェクトで改善された同じ
道路（下）

キー･インフォーマント･インタビュー（小農女性） フォーカス･グループ･ディスカッション（小農女性）



【　ブラスガライ入植地開発振興計画　】

　　　　　　

　　　　　　

ブラスガライの野菜農家：
プロジェクトで学んだ野菜栽培技術に
より、多種類の野菜を育てることに成功
した地域小農

プロジェクトにより建設された地域の保健ポスト 小学校の菜園：
プロジェクト実施中は活動が活発だったが今は何もない

フォーカス･グループ･ディスカッション（小農男性） キー･インフォーマント･インタビュー（カウンターパート）



【　南部パラグァイ林業開発　】

グループ･インタビュー（ピラポ日系人農協）：
日系人子弟もプロジェクトの主たる受益者であった

先住民族の部落：
帽子をかぶっているのが Casique と呼ばれる部落長

フォーカス･グループ･ディスカッション（小農女性）大規模な大豆農場と、遠方にわずか残る天然林：
プロジェクト地域では農地拡大のための伐採が進み、

現在、天然林は少ししか残っていない。
日系人会による植林地
典型的な先住民族の住居



【　東部造林普及計画　】

　 　 

セサル・バリエントスの苗畑

ユーカリの林（カピバリ）：
プロジェクトでトレーニングされた小農が植林した

水汲みをする女性（カピバリ）：
女性にとって毎日数回にわたる水汲みは重労働である。
（カピバリには現在水不足の問題があり、植林活動にも深
刻な影響を与えている）

コミュニティ共同苗畑（カピバリ）：
プロジェクトにより始められた

フォーカス･グループ･ディスカッション（小農男性）

  

カピバリの小学校校庭：
プロジェクトにより植林が行われるようになった



序　　文

我が国は近年厳しい財政事情におかれていることから ODA の効率的実施が求められており、ODA

事業の評価の重要性はより一層認識されつつあります。

国際協力事業団では、従来から、豊富な経験を有する外部学識経験者、有識者に依頼し、有識者による中

立的な立場及び幅広い視野から評価調査を実施して頂いております。また、事業団ではさらなる評価の充実

を図るため、平成１１年度から「外部機関による評価」調査を実施することとしました。本評価調査は、各開発分

野や開発の重要課題において専門的知見を有する外部の開発援助研究機関やシンクタンクをはじめとするコ

ンサルタント等の団体から評価手法を提案いただき、採用された団体に評価調査の実施を委託するものです。

　本評価調査のテーマについては、現在、事業団が重点課題として取り組んでいる「貧困・ジェンダー配慮」を

取り上げることとし、評価の対象としてはパラグァイ国の農林業分野を選定しました。

事業団は「貧困・ジェンダー」の視点からの取り組みが必要なプロジェクトについては、その計画段階で社会

経済調査等を実施しています。しかしながら、社会調査等の結果明らかになった貧困やジェンダーの問題をプ

ロジェクトの実施の各段階に取り入れる具体的な方法論については現場での試行錯誤が続いています。

このような状況のなかで、本調査はパラグァイにおいて、現在実施中及び終了した４件の農林業プ

ロジェクトを対象に、貧困・ジェンダーの視点から評価分析を行い、今後の事業団の実施するプロジ

ェクトにおける貧困・ジェンダーへの配慮方法を明らかにすることを目的に行われました。

本調査の実施にあたり、評価調査の委託先であるグローバル・リンク・マネージメント株式会社は

西野桂子氏を団長とする調査団をパラグァイ国に派遣しました。現地において調査団は、主にパラグ

ァイ国政府関係者や国際機関等から貧困・ジェンダーに関する情報収集を行うとともに、評価対象プ

ロジェクトの関係者や地域住民に対しインパクト調査を行いました。また、同調査団は帰国後、関係

者に更にヒアリングを行うとともに分析結果の検討を行い、ここに本報告書の完成の運びとなりまし

た。

なお、上述のとおり、本調査は、通常のプロジェクト評価とは異なり、貧困・ジェンダーの視点か

ら既存のプロジェクトを評価分析し、その結果から今後のプロジェクトにおける貧困・ジェンダーへ

の配慮方法を導き出すことを目的としたものですので、その点についてプロジェクト専門家をはじめ

とする関係者の方々にはご理解いただければと存じます。

終わりに、調査にご協力をいただいた約 200 名の地域住民の方々を始め、パラグァイ・日本双方の

関係者の皆様に対し、心より感謝申し上げます。

平成１２年６月

国際協力事業団

理事　高島　有終
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略 語 表      

BHN Basic Human Needs ベーシック・ヒューマン・ニーズ

CAH Crédito Agrícola de Habilitación 農業投資融資基金

CEDEFO Centro de Desarrollo Forestal 林業開発センター

CMP Coordinación de Mujeres del Paraguay パラグアイの女性連携

DAC Development Assistance Committee 開発援助委員会

DEAG Dirección de Extensión Agraria 農業普及局

DERMASUR Proyecto de Desarrollo Rural y Mejoramiento Ambiental del Sur de Pilar 小農のためのピラール南部農村整備・

環境改善計画

DGEEC Dirección General de Estadística, Encuestas y Censos 統計・国勢調査局

FDC Fondo de Desarrollo por Campesino 農民開発基金

FIS Fondo Inversión Social 社会投資基金

FUNDEÑE Fundación para el Desarrollo del Ñeembucú ニエンブク開発基金

GDP Gross Domestic Product 国内総生産

IBR Instituto de Bienestar Rural 農村福祉機構

IDB Inter-American Development Bank 米州開発銀行

IFAD International Fund for Agricultural Development 国際農業開発基金

IICA Instituto Interamericano de Cooperación Agrícola 米州農業協力機構

INDI Instituto Nacional del Indigena 国立先住民局

JICA Japan International Cooperation Agency 国際協力事業団

MAG Ministerio de Agricultura y Ganadería 農牧省

NGO Non-Governmental Organization 非政府組織

PAHO Pan American Health Organization 米州保健機構

PCM Project Cycle Management プロジェクト・サイクル・マネジメント

PDM Project Design Matrix プロジェクト・デザイン・マトリックス

PIS Programa Paraguayo de Inversiones Sociales 社会投資プログラム

PRA Participatory Rural Appraisal 住民参加型農村調査

SAS Secretaría de Acción Social 社会開発庁

SFN Secrvicio Forestal Nacional 林野庁

UNDP United Nations Development Programme 国連開発計画

USAID U.S. Agency for International Development 米国国際開発庁

USAT Unidad de Servicio de Asistencia Técnica 技術協力事業連合

WB World Bank 世界銀行

WID Women in Development 開発と女性
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第１章第１章第１章第１章            調査の概要調査の概要調査の概要調査の概要

1.11.11.11.1    はじめにはじめにはじめにはじめに

本報告書は、国際協力事業団（JICA）の委託で実施された「平成 11 年度外部機関によ

る評価調査（パラグァイ国農林業協力における貧困・ジェンダー）」に係る調査結果を

示すものである。

1.21.21.21.2    調査の背景調査の背景調査の背景調査の背景

JICA は従来から外部学識経験者や有識者個人に委託して有識者評価を実施しているが、

評価の透明性と客観性を確保するために、各開発分野や開発の重要課題の専門的知見を

有する外部の開発援助研究機関、シンクタンクおよびコンサルタント等に評価調査を委

託する「外部機関による評価」を平成 11年度から実施することとなった。

JICA では、地域住民をターゲット・グループとするプロジェクトの計画段階で、社会

調査を実施し、その結果を計画に反映させる必要性が認識されつつある。しかし、調査

で明確化された「貧困」や「ジェンダー」の問題点あるいは必要な配慮をプロジェクト

の計画・実施・評価というサイクルに取り入れるための具体的な方法論が確立されてお

らず、プロジェクトごとの試行錯誤が依然として続いている。左記の状況を改善するた

めに、「貧困・ジェンダー」を調査の切り口として取り上げ、パラグァイ国で実施され

た、あるいは実施中の農林業案件を下項の目的で調査することが計画された。

1.31.31.31.3    調査の目的調査の目的調査の目的調査の目的

（1） JICA がパラグァイ国で協力を行った、あるいは協力期間中である４つの農林業

案件を貧困・ジェンダーの視点から評価し、また、同視点における他ドナー等の

現状を把握することにより、今後の農林業分野の協力において、貧困・ジェンダ

ーに配慮しつつ、ターゲット・グループに効果的に協力効果をフィードバックさ

せるための教訓・提言を導き出す1。

（2） 提言・教訓の具体的活用方法としてプロジェクトの計画・実施段階における貧

困・ジェンダー配慮のためのチェックリストを作成する。

1.41.41.41.4    調査対象地域調査対象地域調査対象地域調査対象地域

基本的にはパラグァイ全域を対象とするが、個別案件の評価に関しては、案件の対象地

域に限定する。調査の対象となる案件および対象地域は以下のとおりであり、個々の概

要は添付資料集３を参照されたい。

                                                     
1 　協力期間中のプロジェクトにおいては、その活動目標および活動そのものを評価することを意図するもの
ではない。
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① ピラール南部地域農村開発計画（プロ技2）：ニエンブク県ピラール市南部

② ブラスガライ入植地開発振興計画（協力隊チーム派遣）：カアグアス県ブラスガラ

イ入植地

③ 南部パラグァイ林業開発（プロ技）：イタプア県ピラポ市周辺

④ 東部造林普及計画（プロ技）：サン・ロレンソ市、カピバリ市、その他普及地域

1.51.51.51.5    調査団の構成調査団の構成調査団の構成調査団の構成

本調査は次の４名で実施した。

表1-1：団員リスト

担当 氏名
1. 総括／評価手法 西野 桂子
2. 貧困・ジェンダー分析１（教育・生活改善） 上岡 直子
3. 貧困・ジェンダー分析２（保健・衛生） 和田 知代
4. 農林業 三島 征一

1.61.61.61.6    調査期間と作業工程調査期間と作業工程調査期間と作業工程調査期間と作業工程

本調査は、2000 年２月～６月に実施され、作業工程は以下のとおり。

① 国内準備期間 2000 年２月

② 現地調査期間 2000 年３月１日～４月７日3

③ 国内整理期間 2000 年４月～５月

1.71.71.71.7    調査実施の基本方針調査実施の基本方針調査実施の基本方針調査実施の基本方針

本評価調査を遂行するにあたり、調査団は①～③の基本方針をとることとした。

① 貧困層の定義

「貧困層」と一口に言ってもかなり幅広い層が想定されること、また本調査の対象分野

が土地を必用とする農林業分野であること等を鑑み、最貧層に分類される土地なし農民

および定住地を持たない少数民族を原則として除外し、「20 ヘクタール」以下の土地を

所有する「小農」を貧困層と定義して調査を行うこととした。

                                                     
2 　プロジェクト方式技術協力の略。
3 　現地調査日程表は添付資料集１を参照されたい。

① 貧困層を 20 ヘクタール以下の土地所有者と定義する。

② 供給側が意図した効果と需要側の意識のギャップを基に４案件を調査する。

③ ローカル・コンサルタントを活用し、パラグァイ人の視点を重視する。
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②　農林業案件の調査方針

本調査の対象となる４つの農林業案件は、農林業セクターの視点から計画されており、

貧困やジェンダーに関する指標がほとんど設定されていない。また、現在まだ実施中で、

案件の効果が発現するには時期尚早であるプロジェクトも含まれている。このような状

況で調査の目的を達成するために、図 1-1 に記すようにプロジェクトを実施する「供給

側」とプロジェクトの便益を受ける「需要側」とにほぼ同様の質問をし、双方のギャッ

プを分析することを基本方針とした。すなわち、プロジェクト側がどのような便益を意

図したか、意図した効果が発現しているか、そして、受益者はどのような便益を受けた

と認識しているか等の「便益（効果）」に焦点を当てた需給バランスを評価の基礎とし

たわけである。また、「供給側」が誰を受益者と認識しているか、その受益者に貧困層

や女性が含まれているかという点も重要な項目とした。

図1-1：　４案件調査の基本方針

③　ローカル・コンサルタントの起用

農林業分野における JICA の協力事業がパラグァイの貧困層や女性にどのような影響を

及ぼしているかを調査するため、現地調査において日本人１名とパラグァイ人１名の２

名からなるチームを３つ編成し、調査ならびに評価結果にパラグァイ人の視点が最大限

に反映されるように配慮した。

1.81.81.81.8    調査実施の方法調査実施の方法調査実施の方法調査実施の方法

基本的な調査の流れは次頁の図 1-2に示すとおりであるが、対象４案件の調査（①）は、

調査の方針に基づき需要側と供給側に分けて以下の【１】および【２】のとおりに実施

した。また、国際機関、パラグァイ政府機関および NGOにおける貧困・ジェンダー政

策および取り組み調査（②と③）は、【３】に記す方法をとった。さらに①・②・③の

調査結果を基に分析する段階の④は次項 1.9の「分析の方法」、およびチェックリスト

作成の⑤は次項 1.10を参照されたい。

【１】【１】【１】【１】 「供給側」の調査手法「供給側」の調査手法「供給側」の調査手法「供給側」の調査手法

「供給側」の調査は、①帰国専門家・協力隊員、②現在派遣中の専門家、③パラグァ

ギャップ
の有無

供給側：

・対象地域の選定理由
・対象受益者の選定理由
・プロジェクト活動と受益者の関係
・受益者へ意図した便益
・効果促進の疎外要因
・貧困とジェンダーの認識と対処

需要側：

・受益者のプロジェクトに関する認識
・受益者とプロジェクトとの関係
・受益した便益の特定
・便益を受益したグループの特定
・受益することを疎外した要因
・マイナスのインパクトの有無
・受益者が考える貧困・ジェンダー対策案
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イ側のカウンターパート（現在・過去）、④JICA 本部の職員（現在・過去の案件担当

者）、⑤パラグァイ JICA 事務所所員（現在・過去）の 52 名を対象に、添付資料集４

の調査票を送付、あるいは調査票を用いて直接インタビューすることにより実施した4。

図1-2：調査の流れ

①対象４案件を貧困・ジェ
ンダーの視点から調査する

②国際機関や他のドナーの
プロジェクトにおける貧
困・ジェンダーの取り組み
を調査する

③パラグァイ政府・ＮＧＯ
等の貧困・ジェンダー政
策、取り組み等を調査する

④貧困・ジェンダーに配慮
しつつ、ターゲットグルー
プに効果的に協力効果を普
及させるための教訓・提言
を導き出す

⑤プロジェクトの計画実施
段階における貧困・ジェン
ダー配慮のためのチェック
リストを作成する

【２】【２】【２】【２】 「需要側」の調査手法「需要側」の調査手法「需要側」の調査手法「需要側」の調査手法

「需要側」の調査項目も基本的には「供給側」と同様であるが、フォーカス・グループ・

ディスカッションを用い、セミ・ストラクチャー・インタビューを行った。その後、観

察、二次資料およびピラポ市長や小農の女性等のキー・インフォーマント・インタビュ

ーで定性的な補足調査を実施した。プロジェクトごとの調査チーム構成は、日本人コン

サルタント１名、ローカル・コンサルタント 1名、データ・エントリー要員１名～３名

で、フォーカス・グループ・ディスカッションはガラニｰ語で行い合計 193 名の男女か

ら聞き取りを行った5。

【３】【３】【３】【３】    国際機関・パラグァイ政府・ＮＧＯ等の取り組み国際機関・パラグァイ政府・ＮＧＯ等の取り組み国際機関・パラグァイ政府・ＮＧＯ等の取り組み国際機関・パラグァイ政府・ＮＧＯ等の取り組み

女性庁、農牧省普及局、農牧省女性局、欧州連合、米州開発銀行、世界銀行等の関連機

関計 16 名を対象に、貧困・ジェンダーに関する政策、配慮状況、農村への普及手法、

問題点等のヒヤリングを行った6。また、女性庁が支援する女性グループ組織化支援プ

ロジェクトの現場担当者をパラグアリ市に訪問し、女性グループリーダーのインタビュ

ーおよび観察を実施する等の手法をとった。

                                                     
4 　供給側の集計結果は添付資料集４を参照されたい。
5 　需要側調査の結果は添付資料集５～７を参照されたい。
6 　政府・国際機関・NGO 等関係諸機関面談者リストは添付資料集８を参照されたい。
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1.91.91.91.9    分析および教訓抽出の方法分析および教訓抽出の方法分析および教訓抽出の方法分析および教訓抽出の方法

【１】【１】【１】【１】 貧困ジェンダーの視点からみた５項目評価グリッド貧困ジェンダーの視点からみた５項目評価グリッド貧困ジェンダーの視点からみた５項目評価グリッド貧困ジェンダーの視点からみた５項目評価グリッド

上記調査で得た結果を基に、まずプロジェクトごとに評価グリッド(表 1-2)を作成し、

貧困・ジェンダーの視点からみた案件の状況を測定した7。

表1-2： 「貧困・ジェンダー」の視点からの５項目評価グリッド

１． 目標達成度（Effectiveness）

評価項目 評価小項目

目標の達成度 プロジェクトが貧困層・女性にもたらした便益

２． 効果（Impact）

評価項目 評価小項目

生活の改善

社会資源へのアクセス改善

教育の改善
想定されたプラスの効果

地位の向上

生活の改善

社会資源へのアクセス改善

教育の改善
想定されなかったプラスの効果

地位の向上

生活の改善

社会資源へのアクセス改善

教育の改善
想定されなかったマイナスの効果

地位の向上

３． 効率性（Efficiency）

評価項目 評価小項目

日本側による投入

（人材配置・計画・活動・予算等）貧困・ジェンダー問題に関するプロジェクト

投入の効率性 パラグァイ側による投入

（人材配置・計画・活動・予算等）

４． 妥当性（Rationale）

評価項目 評価小項目

受益者ニーズとの整合性

実施機関ニーズとの整合性
貧困・ジェンダーの視点から見たプロジェク

ト計画の妥当性
国連機関等の政策との整合性

５． 自立発展性（Sustainability）

評価項目 評価小項目

受益者の自発的参加の見とおし

実施機関の運営管理能力（組織）

実施機関の予算の見とおし（財政）

貧困・ジェンダー問題を改善するプラス効果

の自立発展性

実施機関 C/P の技術レベル（技術）

                                                     
7 　各プロジェクトの評価グリッドは添付資料集９を参照されたい。
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【２】【２】【２】【２】 貧困層・女性にもたらした影響と効果、および将来への改善点貧困層・女性にもたらした影響と効果、および将来への改善点貧困層・女性にもたらした影響と効果、および将来への改善点貧困層・女性にもたらした影響と効果、および将来への改善点

次に、このグリッドを基に各プロジェクトが①貧困層・女性にもたらした影響と②貧困

層・女性へ与えた効果を抽出し、下記に記す疑問点を中心に分析し、案件ごとに「将来

への改善点」を導き出した。

① 対象地域の選定に貧困・ジェンダーの基準が当てはめられるか？

② 対象受益者に含める貧困層・女性の適正な割合を設定できるか？

③ プロ技で対処可能な貧困層のボトムラインはどのあたりに設定すべきか？

④ 協力隊の活動からプロ技に移行できるものは何か？

⑤ 供給側が想定した「効果」は何で、その「効果」を測定できる指標は何か？

⑥ 貧困対策を目的として農林業案件を想定した場合、どのようなプロジェクト目標

を設定できるか？

⑦ 「需要側」と「供給側」の間に「便益」に対する認識ギャップがあるか？

⑧ あるとすれば、どのような要因が考えられるか？

⑨ プロジェクトの効果はどの程度波及しているか？

⑩ 受益者が指摘する「マイナスのインパクト」が派生したか？

⑪ 受益者が指摘する貧困・ジェンダー対策案はプロ技で対処可能か？

【３】【３】【３】【３】 農林業分野における貧困・ジェンダー配慮への教訓と提言農林業分野における貧困・ジェンダー配慮への教訓と提言農林業分野における貧困・ジェンダー配慮への教訓と提言農林業分野における貧困・ジェンダー配慮への教訓と提言

案件ごとの「将来への改善点」、パラグァイ政府の方針と対策、および国際機関の貧困・

ジェンダー配慮状況等のすべての調査結果を基に、貧困・ジェンダーに配慮しつつ、タ

ーゲット・グループに協力効果を普及させるための 14 の教訓を抽出し、それらの教訓

を踏まえたアクション・プラン8を提言に替えて第４章に記した。この教訓を導き出す

にあたり、農林業案件を一般農林業案件、貧困・ジェンダー配慮案件、貧困・ジェンダ

ー対策案件という３タイプに分類し、タイプ別の概念表9（PDM のプロジェクトの要約

部分）を提示する等、概念の整理に努めた。また、アクション・プランは、短期的に実

施可能な活動と長期的な政策議論が必要な活動とに分けて提示した。

1.101.101.101.10 チェックリストの作成チェックリストの作成チェックリストの作成チェックリストの作成

最後に、上記より導き出された教訓と提言を踏まえて、農林業案件で貧困・ジェンダー

配慮を効果的に行うためのチェックリストを作成した。このチェックリストは、貧困層

や女性に特別の配慮が必要な貧困配慮案件を対象に PCM 手法10を用いて計画・実施・評

価する場合を想定して作成した。また、チェック項目の意図が明確になるように解説を

加えている。

                                                     
8 　アクション・プランは第４章、表 4-3 を参照されたい。
9 　概念表に関しては、同上、表 4-1 と 4-2 を参照されたい。
10 プロジェクト・サイクル・マネジメント手法。
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第２章第２章第２章第２章        パラグァイの貧困・ジェンダーの状況パラグァイの貧困・ジェンダーの状況パラグァイの貧困・ジェンダーの状況パラグァイの貧困・ジェンダーの状況

2.12.12.12.1    自然概況自然概況自然概況自然概況

2.1.12.1.12.1.12.1.1    国土国土国土国土

パラグァイ国は、国土面積4,068万ヘクタールで、南緯17.56～27.30度、西経54.45～

63.27度に至る地域を占める。北をボリヴィア、東をブラジル、そして南をアルゼンテ

ィンに囲まれた内陸国である。国土の中央を南北に貫流するパラグァイ河の東西で、

地勢、植生が大きく異なる。

パラグァイ河とパラナ河に挟まれた東部パラグァイは、国土の約39パーセントを占め、

森林の多い丘陵地帯と平地が混在している。山地としてはアマンバイ山地やバラカジ

ュ山地がブラジルのマト･グロッソ州との国境地帯を走っているが、標高は海抜約600

～800メートル程度である。

パラグァイ河とピルコマージョ河に挟まれた西部パラグァイは、比較的平坦で、ボリ

ヴィア南東部からアルゼンティン北部にかけて広がるグラン・チャコの主要部分を占

める。この地域は、穏やかな傾斜の潅木の多い大平原で、河川流域では低湿地帯とな

っている。

パラナ河は、ブラジル高地西部に源を発し、パラグァイ北東部から南部にかけてパラ

グァイとブラジル及びアルゼンティンとの国境を成して流れ、パラグァイ南東部でパ

ラグァイ河と合流する。その他の主要な河川としては、パラナ河支流のアカライ河、

パラグァイ河支流のテビクアル河などがある。

2.1.22.1.22.1.22.1.2    気候気候気候気候

国の中央部を南回帰線が通っており、北部は熱帯性気候、南部は亜熱帯性気候に属す

る。年平均気温は東南部で摂氏21～23度、西部では24～26度である。夏季は11月～３

月であるが、12月から2月にかけては暑く、西部では日最高気温は一般に38～40度を超

える。冬季は6月から8月で、東部では月平均18～19度、西部では18～22度となる。

パラグァイの気候の特徴は、気温の年較差、日較差の激しいことである。これはパラ

グァイが、熱帯地方から南下する熱風と、パタゴニア方面から北上する寒風が衝突す

るあたりに位置しているためである。冬は一部地域を除いて氷点下になることは殆ど

ないが、霜の降りることはたまにある。東南部では５～９月に年５回程降霜があるが、

西部ではこれより少なく、また北部及び北東部では希である。年により降雹が農作物

に大きな害を及ぼす。アスンシオンの月平均気温、降水量、湿度を下表に示す。
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表2-1：アスンシオン月別平均気温、降水量、湿度

月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

平均気温(℃)注1 28.0 27.5 26.2 22.9 20.2 18.0 18.0 19.5 21.2 23.6 25.6 27.2

降水量(ｍｍ)注2 149.8 132.9 142.0 144.5 119.6 73.4 51.2 47.5 83.0 136.1 144.1 141.5

月平均湿度(％)注3 64 67 69 74 74 73 70 68 68 62 63 61

注1：統計期間は1893－1990年の間の1,083ヵ月 注2：統計期間は1877－1990年の間の1,261ヵ月

注3：統計期間は1961－1967年

出所：

注１、注２：The Global Historical Climatology Network, Version 1

注3：（社）国際農林業協力協会『農林水産業協力便覧』（中南米編）1996年3月

パラグァイでは西から東へ向かうほど年間降雨量は増して湿潤となる。西部のボリヴ

ィア国境地方は年平均の降雨量が500ミリであるが、中部のアスンシオンでは1,300ミ

リ、ブラジル国境地方では約1,700ミリである。1983～94年の平均農業地帯別降水量を

下表に示す。

表2-2：農業地帯別月別降水量分布（ｍｍ）：1983～94年平均

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 計

北部 65.6 47.1 90.5 119.7 140.1 166.3 138.2 142.8 145.0 173.5 153.1 62.4 1，444.4

中部 56.0 74.1 99.0 140.2 124.5 149.7 154.6 130.5 120.7 232.6 120.9 92.0 1，494.7

中東部 89.0 97.8 118.6 154.2 136.6 150.1 167.3 141.2 119.0 237.5 179.4 123.6 1，714.1

東部 95.0 102.4 151.9 170.9 139.0 154.4 209.9 185.6 153.5 190.7 197.1 138.4 1，888.7

中南部 90.2 89.4 129.9 205.2 161.4 132.8 184.6 182.7 135.3 238.0 161.3 114.4 1，825.1

南部 112.6 103.8 139.3 203.4 146.7 138.4 155.1 159.2 140.4 215.6 179.7 163.9 1，858.0

南東部 50.4 44.6 101.9 169.0 121.3 69.5 144.0 119.1 153.9 259.2 82.5 72.4 1，387.8

チャコ 18.1 25.0 18.2 80.4 85.7 100.8 126.9 97.2 159.3 72.9 51.5 20.2 856.2

出所：（社）国際農林業協力協会『パラグァイの農牧生産統計 1996年版』

2.1.32.1.32.1.32.1.3    土壌土壌土壌土壌

東部には、玄武岩、砂岩、石灰岩、花崗岩、塩基性岩等に由来する土壌と水性土壌及

び新しい沖積土壌が分布している。パラナ河沿いに分布している玄武岩由来の土壌は

肥沃で、大豆を含む多くの作物の栽培に適している。水性土壌は国土の約４分の１を

占めており、潅漑すれば水稲の栽培に適した土壌である。沖積土壌はパラグァイ河と

パラナ河の沿岸に分布しており、施肥を前提とすれば多くの栽培に適した土壌である。

西部のチャコ地方には褐色土とよばれる良い土壌が分布し、一般的に強いアルカリ性

を呈する。西部は海底の隆起した土壌で塩分を含んでいるため、地下水は飲用に適さ

ず、雨水が利用されている。農業開発は、国土の60パーセントを占めるこのチャコ地

方の利用にかかっているが、既述の飲料水事情により現実は厳しい。
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2.22.22.22.2    社会・経済概況社会・経済概況社会・経済概況社会・経済概況

2.2.12.2.12.2.12.2.1    人口・民族人口・民族人口・民族人口・民族

統計局の資料によると、2000年現在の人口は550万人1で、その一割強の60万人が首都

アスンシオンに住んでいる。人口密度は1998年現在で1平方キロメートルあたり12.8

人2と、日本の325人と比較して非常に低いことがわかる。首都のアスンシオン市を中

心とした、国土の40パーセントにあたる東部に人口の97パーセントが集中し、その他

の地域は極度な過疎状態にある。

図2-1：人口分布（2000年の予測）

パラグァイの人口増加率に関する統計は以下のとおりである。国全体の年平均人口増

加率は3.1％（1998年）と高く、2015年までに総人口が730万人を超えることが予想さ

れている。

       表2-3：年間平均人口増加率

1980-97年 1998-2010年*

国全体 2.9%

  0-14歳 2.6% 0.5%

  15-64歳 3.1% 3.1%

  65歳以上 1.3% 2.7%

* 推計

出所：“CIA World Factbook,” 1999

 人種としては、征服者であったスペイン人と先住民のガラニｰ族との混血が著し

く進み、パラグァイの人口の約97パーセントが混血系（メスティソ）である。そ

                                                  
1 DGEEC, “Compendio Estadistico 1998”, 1999
2 Ibid.
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の他比較的近年移住してきた日本人3や欧米人が若干いるほか、最辺境地帯には混

血していないガラニｰ族がごくわずかに残っている。混血系のなかでも、パラグ

ァイ先住民の祖先から継承している文化的習慣やアイデンティティーを保持し

ている民族が1997年の時点で約79,000人存在し、ツピ・ガラニｰ系やズムコ系、

マタコ・マタグァヨ系、グァクル系民族グループなどに分類できる。パラグァイ

は歴史的に民族対立や迫害が少なく、他のラテンアメリカ諸国と比較すると人種

的問題は比較的少ないといわれている。なお、宗教については、人口の約90パー

セントが国教であるカソリックの信者である。

2.2.22.2.22.2.22.2.2    経済経済経済経済

              表2-4：経済概況

GDP（1998年）             92億ドル

一人当たりの国民総生産   1,760ドル（中南米とカリブ諸国の平均 3,940ドル）

出所：“World Bank Development Data,” 1999

パラグァイの過去６年間の経済成長率は年平均およそ３パーセントであるが、その間

に人口もほぼ同じ割合で増加しているため、実際は横ばい状態である。また、一人当

たりの国民総生産も同様であったが、1998年にはマイナス成長に転じた。パラグァイ

の年間インフレ率は、1995年では13.5パーセント、1996年は9.8パーセントであり、対

外債務は1998年の時点で23億ドルにのぼる。

              表2-5：年平均経済成長率 （％）

1977-87年 1988-98年 1997年 1999-03年

国内総生産 4.1 3 2.6 3.2

一人あたりの国民総生産 0.8 0.2 -0.2 1.2

商品とサービスの輸出 5.3 9 11.5 -2.7

出所： “World Bank Development Data,” 1999

                                                  
3  日系人は約7,000人（1999年）
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パラグァイの就業人口のうち45パーセントが農業に従事しており、天候不順や農産物

の国際価格低迷などにより、国内経済の状況が大きく左右される。農業における単位

面積当たりの生産性は概して低いだけではなく、生産性の改善の見通しも立っていな

い。農産物は国内消費用作物の他に、輸出用作物として綿花や大豆、トウモロコシや

たばこ等があるが、多くは原料のまま取り引きされ、加工産業は立ち後れている。ま

た国内の経済成長に必要とされる工業化は全般的に進んでおらず、豊富な水源を活用

した水力発電による電力の輸出に国家経済が大きく依存している。業種別経済指標は

以下のとおりである。

         表2-6：年平均経済成長率（セクター別）

1977-87年 1988-98年 1997年 1998年

農業 3.7 2.7 4.8 1.7

工業 2.6 4.1 0.9 1.3

製造業 3.3 1.3 -0.2 1.0

サービス業 5.0 2.5 2.3 -1.0

出所：“World Bank Development Data,” 1999

     表2-7：経済構造（国内総生産に対するパーセンテージ）

1977年 1987年 1997年 1998年

農業 34.1 27.3 24.5 24.9

工業 23.1 22.5 25.9 26.2

製造業 17.1 16.2 15.3 15.3

サービス業 42.8 50.1 49.7 48.9

出所：“World Bank Development Data,” 1999

パラグァイの経済状況で特徴的なこととして、貧富の差が非常に大きいことや、都市

部と農村地帯での経済格差が挙げられる。さらに、パラグァイの都市部を中心に、大

きなインフォーマル・セクターが存在していることが指摘されている。電化製品、ウ

イスキー、香水、たばこ、文房具などの輸入消費材を修復・加工・複製した上、近隣

諸国へ再輸出したり国内で販売する未登録の零細企業や露天商などが、表面に現れな

いパラグァイの市場経済を活性化している。

2.2.32.2.32.2.32.2.3    政治・行政政治・行政政治・行政政治・行政

パラグァイは大統領制で任期は５年、国民の直接選挙で大統領が選出される。主な政

党は与党である赤党（コロラド党）と野党第一党の青党（エンクエントロ党）である。

パラグァイでは政変が多く、最近では1999年３月に赤党が分裂して大統領が亡命する

事件が起き、ルイス・アンヘル・ゴンサーレス・マキ上院議長が大統領に繰り上がっ

た。次回の大統領選挙は2003年に予定されている。

行政区は、首都アスンシオン市（特別区）と17県に分かれている。県知事を県民の直

接選挙で選出する法律が1992年に制定され、地方分権化が推進されているが、行政面

では依然として中央集権的である。そのために、地方における公共サービスは一般的
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に非効率的であり、予算を含む行政機能を県や市レベルへ委譲するのが、近代化の課

題とされている。

2.2.42.2.42.2.42.2.4    教育・保健衛生教育・保健衛生教育・保健衛生教育・保健衛生

パラグァイの教育制度は、初等教育９年、中等教育３年、その上に大学教育と職業訓

練がある。義務教育は９年間で、その後の中等教育は工業、農業、商業、一般教育の

コースに分かれている。公用語はスペイン語とガラニｰ語で、1996年時点での成人識字

率の全国平均は、男性94パーセント、女性91パーセントと比較的高いが、地方農村部

での識字率は都市部より劣るといわれている。また農村部では、日常語としてガラニｰ

語が使用されている地域があり、スペイン語が通じないこともある。

図2-2：県別非識字率 表2-8：総就学率（全国平均）

1980年 1996年

就学前教育 ― 53%

初等教育 106% 112%

中等教育 27% 44%

大学教育 2% 3%

出所：“World Bank Development Data,” 1999

上記統計によると、パラグァイ全体の初等教育の就学率は比較的高いということがで

きるが、これは人口が集中する都市部において就学率が高いためであり、農村地帯に

おける教育アクセスは、決して満足な状態にあるとはいえない。下表は、本調査の対

象とした５県（東部造林普及計画は活動サイトが２県）における教育指標である。

           表2-9：一人当たりの平均就学年数

合計 男性 女性

カアグァアス県 4.0年 4.1年 3.9年

イタプア県 4.0年 4.0年 3.9年

ニェエンブク県 4.2年 4.3年 4.1年

サンペドロ県 3.7年 3.8年 3.7年

セントラル県 5.8年 5.9年 5.6年

アスンシオン市 7.9年 8.2年 7.7年

 出所：“Censo Nacional de Poblacion Viviendas 1992”

保健・衛生指標を見ると、パラグァイ人の平均余命は、1995年の統計で男性66.5歳、

女性70.8歳で、全体としては68.5歳となっている。またユニセフの発表によると、1996

年の乳幼児死亡率は1,000人中28人であるが、パラグァイの統計局によると43.3人であ

る。1990年から1996年にかけて、安全な飲料水を入手できる人の割合は平均60パーセ

ントで、1995年に下水施設の利用が可能な人の割合は、世界銀行によると32パーセン

トである。また、医療へのアクセス状況を示すデータは、下表のとおりである。
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